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公共交通確保対策事業費 事務事業評価シート

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

　市街地循環バスふくろう号や予約応答型乗合交通をはじめとしたコミュニティバスの運行によ
り、効果的かつ効率的な公共交通サービスの提供に努めたことで、公共交通を必要とする市民等
の移動手段を確保することができた。特に、石鳥谷地域については、平成29年2月から、当日予
約に対応した新たな予約応答型乗合交通「予約乗合バス」を導入し、利便性の向上を図ることが
できた。今後は、利用登録者及び利用者の増に向けた対策に取り組んでいく必要がある。
　また、東和地域においては、平成29年10月から、石鳥谷地域同様、当日予約に対応した新たな
予約応答型乗合交通「予約乗合バス」の導入を予定している。また、併せて市営バスの廃止とス
クールバスへの一般混乗制度の導入を予定しており、関係機関との調整のほか市民への十分な周
知を行う必要がある。
　現在、上記の施策も盛り込んだ花巻市地域公共交通網形成計画（平成29年6月計画決定予定）
を策定中であり、計画決定後は、大迫地域の公共交通の方向性の検討、ふくろう号の見直しな
ど、当該計画に基づいた公共交通施策を展開していくこととしている。

路線バス利用者が減少傾向にある中で、より効率的で利便性の高い予約応答型乗合交通の運行に
より、公共交通を必要とする市民等の移動手段を確保することができた。今後は、平成29年6月
に計画決定を見込んでいる「花巻市地域公共交通網形成計画」に基づいた事業を展開していくこ
とで、更なる成果の向上に努めていく必要がある。

目標値より低い
成果指標
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目標値より高い ○ 概ね目標値どおり
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市内の公共交通機関が利用できる市民の
割合[まちづくり市民アンケート結果]
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77.7 77.7目標

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

73.7実績

実績 1,927 1,814
1,700

実績
③

計画

② 予約応答型乗合交通利用登録者数 人
計画 1,900

① コミュニティバス利用者数 人
計画 85,000
実績 76,453 76,800

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 28年度(実績)

後援・協賛 補助・助成

27年度(実績)

市民参画の有無 対象外
適正である

市民協働の形態
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

委託

公
平
性

　公共交通を必要とする市民が利用しやすい運行経路やダイヤ設
定となるよう、利用者ニーズの把握に努め地域との協議を行うこ
とで、成果の向上が期待できる。

向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

　民間路線バスの廃止等に伴い、利用者の予約に応じて運行する
予約応答型乗合交通の導入を進め、効率的な公共交通サービスの
提供を推進している。

85,000

　公共交通サービスは、交通弱者の移動手段の確保のみならず、
市民の日常生活における利便性の向上や市街地の活性化に資する
ものであり、公共関与は妥当である。

 受益と負担の適正化余地 　コミュニティバスの運行にあたっては、利用者ニーズの把握に
努めたうえで運行便数を決定しているため、受益機会は適正であ
る。また、運賃については、定時定路線型は利用距離、区域型は
利用区域に応じて設定していることから公平性は適正である。

受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

妥当でない○コミュニティバス運行業務等委託
　市営バスの運行委託
　オンデマンド交通システム運用管理業務委託
○コミュニティバス等運行事業補助
　市街地循環バスふくろう号、大迫公共施設連絡バス、大迫・花巻地域間連絡バス、県立中部病
院連絡バス、予約乗合タクシー（石鳥谷・東和地域、湯口地区）の運行補助金の交付
○広域生活路線バス運行費補助
　民間路線バス事業者が運行する路線バスに対し補助金の交付
○啓発用時刻表等作成
　バス時刻表の作成など

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

目的 コミュニティバスの運行や民間路線バスへの補助を行い公共交通サービスを確保するため

対象 公共交通を必要とする市民

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性
意図 利用しやすい公共交通サービスを提供する

妥当である

見直し余地がある

政策 2-2 生活基盤の充実
施策 2 公共交通の確保

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 02 01 07

【 事後評価 】平成 28 年度 事務事業評価シート

29年度(計画)

28年度(実績) 29年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

124300 公共交通確保対策事業費

暮らし

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること
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単位：千円

○ ～

　

公共交通確保対策事業費

事後評価

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等

目

07

事業ｺｰﾄﾞ

124300

　バス利用者数の減少による民間路線バスの撤退、市街地の活性化や合併による直通バスの確保
などの課題に対し、公共交通を必要とする市民等にとって、利用しやすい公共交通サービスを提
供

一般財源 63,806 67,306

事業名

公共交通確保対策事業費

　効率的で利便性の高い公共交通の確保

年度〕

・平成29年2月1日から石鳥谷地域に当日予約に対応した新たな予約応答型乗合交通「予約乗合バ
ス」を導入した。利用登録者及び利用者の増に向けた対策が課題となっている。
・東和地域においては、平成29年10月から、石鳥谷地域同様、当日予約に対応した新たな予約応
答型乗合交通「予約乗合バス」の導入を予定している。また、併せて市営バスの廃止とスクール
バスへの一般混乗制度の導入を予定しており、関係機関との調整のほか市民への十分な周知を行
う必要がある。
・ふくろう号の見直し（運行ルートや運行便数等）について、引き続き検討が必要である。

事業説明資料

事業概要

○コミュニティバス運行業務等委託
　市営バスの運行委託
　オンデマンド交通システム運用管理業務委託
○コミュニティバス等運行事業補助
　市街地循環バスふくろう号、大迫公共施設連絡バス、大迫・花巻地域間連絡バス、県立中部病
院連絡バス、予約乗合タクシー（石鳥谷・東和地域、湯口地区）の運行補助金の交付
○広域生活路線バス運行費補助
　民間路線バス事業者が運行する路線バスに対し補助金の交付
○啓発用時刻表等作成
　バス時刻表の作成など

事業開始の背景・経緯

部経営方針における目標

事業期間 単年度繰返 期間限定 〔平成 年度 平成

3,500

その他 1,345 2,371 1,026

地方債 21,600 23,900 2,300

国・県 5,857 2,498 △ 3,359

財
源
内
訳

96,075 3,467
事業費

92,608

27年度
決算額(A)

28年度
決算額(B)

29年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

01

内線

会計 款 《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

一般 02

担当部署 部名 建設部 課名 都市政策課 担当係長

平成 28 年度 事業説明資料 【 】

項

粒針　満 566

①運行事業者への運行費補助

②運行事業の委託

③民間路線バス事業への赤字

市

コミュニティバス等

民間路線バス

市民

利用しやすい

公共交通サービス
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公共交通確保対策事業費

事業名

公共交通確保対策事業費

【

項

01

目

07

事業ｺｰﾄﾞ

124300一般 02

会計 款

平成 事後評価28 年度事業説明資料 】

事業説明資料


